
2.原子力発電所停止による追加C02発生量

-しNGC02原単位(コスト等検証委員会の緒元)

0.35kg同C02/kWh(2012~2019年度)

O. 31 If (2020~2030年度)

・代替電源のLNG火力の発電電力量(2012~2030年度)
1，456，789(百万kWh)

・代替電源のLNG火力発電に伴う追加C02発生量(2012~2030年度)
48， 944万トン-C02 (49億トン-CO2)

(0.26億トンーC02/年)(2020年度は、 0.2億トンーCO2/年)

(参考) 11. 43億トン-C02 (1990年のわが国C02総排出量)

減原子力により、4.9億トン(2012-2030年度)
(2020度で1990年度25%削減が政府目標に対し、 1.7%増)

3.原子力発電所停止による国富の流出

-代替電源のLNG火力の発電電力量(2012~2030年度)
1，456，789(百万kWh)

・代替電源のしNGの燃料消費量(2012~2030年度)

18，102(万トン)

・ LNG燃料価格、及び価格上昇率は、コスト等検証委員会の緒元を使用

584.37($/トン) (2010年度平均価格)
価格上昇率は、IEA新政策シナリオに準拠0(2030年Iこ、 737.3($/トン))

-代替電源のLNG燃料費 (2012~2030年度)

108， 640(億円)(5700億円/年)、 12，641 (億円)(2030年度)
(参考)約540兆円(2010年のわが国のGDP)

-原子燃料は、 U燃料加工費用(海外分)を考慮(18，200万円ItU)

U必要量は、 3910tU。海外流出コストは、 7116億円 (2012~2030年度)

・国富の流出は、 101 ， 524億円 (2012~2030年度) (5340億円/年)

減原子力により、化石燃料調達のために約5340億円/年の国富が流出
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4.減原子力発電所停止による影響
ー技術力の維持・国際貢献ー

-技術力の維持

・原子力発電の新設が少なくなることで、メーカーの原子力人材の層が薄くなる
など、サイクル技術をふくめた原子力技術の維持が困難となる。

-国際貢献

・原子力技術に影響がある場合は、プラント輸出を含め、国際貢献に支障をきた
ることが考えられる。

( ( 1.また、韓国が受注したUAEのプラント(;1::，60年運転保証となっており、圏内の
運転期聞が60年未満の場合は、輸出の制約となることが考えられる。

5.減原子力発電所停止による影響
ーエネルギーセキュリティー

-エネルギーセキュリティ

E原子力は、約1年間燃料を取り替えずに発電できることや、圏内の原子燃料加

工工程にウランが存在することで、備蓄性が高い0

・減原子力で、原子力が火力等の備蓄性の低い電源に置き換わった分、日本全

体でのエネルギー備蓄性が小さくなる。

評価項目 右油※1 原子力抑

2.58年分、
8，948万kl

(設備容量4，615万kW、利用率70%、備謹且
国主亘

(175日分、 3.6EJ相当)
発電効率34%で7.7EJ相当)

0円
費用 2，332億円/年

(備蓄効果の価値lま4，986億円/年に相当)

※1 出典電力中央研究所「原子力の燃料供給安定性の定量的評価J(平成20年4月)

※2上記「原子力の燃料供給安定性の定量的評価J(平成20年4月)のデ一世を、ウラン園内在庫量については
2010年12月末現在に、その他は原子力ポケットブック20111こアップデートしたもの
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4.減原子力発電所停止による影響
ーエネルギーセキュリティ(2)ー

• 資源調達の安定性Eウランは一定地域に偏在せず埋蔵されており、輸入相手国も偏在を回避できている。

・我が国は、 1980年代以降、エネルギーj原の多様化により調達リスクを低減してきた。

調達リスク評価例

偏在度(石油=1)※

資源 日本の

埋蔵量 輸入先

石油 1.00 1.00 

天然がλ 0.63 0.63 

石炭 0.25 0.22 

ウラン 0.26 0.05 

※物量の分散度に、当該国のカントリーリ
スクを加味した値。数値が小さい程、一定
地域に偏在せず、調達リスクの小さい国
を中心に広く分布していることになる。

1970年代lま中東への石油依存度が寓〈、エネルギー供給リ
スクが高い状態にあった。

その後1980年代には、石油輸入相手国の多様化、エネル
ギー源の多様化等により、大幅にリスクは低下した。
10000 一一ー~~----------------------------~~.1

~~~~~~~~~~~~~~~~~!;豊富豊富喜E豊富;;~~~~~言5555

出奥新大掴量定会議{第3固質料2-4号6頁， 2011年1月31臼)

ド}リスク.. 栂
世界@エネルギ資思確
保".しさ11合い.日本
の愉入相手先の遣いによ
る資原諸俣の鍾しさ複合
を繍栂化したもの
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出典電力中央研究所「原子力の燃料供桔安定性由定量的評価(2008年3
月)Jhはp:1/ criepi.denken.or Jp/jp/ke耐 kaku/repo此/出国IIY07008.h加 i http://www.aeo.gojp/jic坑ノNC/tyoki/sakutei/則ryo/sakut町3/siryo2-4.pdf
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(参考)化石燃料のクリーン利用拡大に関して

eLNGは、 C02排出は少ないが、インフラ投資が必要であり燃料調達が硬直的0
・米・中・印等の新興LNG需要国の台頭により需要増が続く見通しであり、その
中で原子力代替としてLNG追加調達を進めることについては未知数。

L NG取引の一般的な構造
LNG取引には石油や石炭より多額のインフラ投資や長期の時聞が必要
・ガス回開発 ・珪化陸備 ・口'G船 .気化設備 ・LNG火力

品 DJiJLA品料品-AD4t3
限られたプレーヤー(昨今は増加傾向)
-ーー伊ーー一一一ー一ーーーー』、、ー宮守~、、、

コ二主主主と r 買主1
ー本・鏑国・台j均等の竜力、ガス会社

.多額の投資額を回収するために長期契約を相対で締結 (20年程度が一般的)

z今長期の安定供給が約束(その反商、λホ.ヲト市場は小さいE日本町ま10%程度))

・追加調達は国雄=今電力需給変動への対応には限界

.コン、ノーシアムによる共同購入{パーザニングパワー期待と立ち上げ数量の確保)

司最近は買主聞で求めるニーズが異なるため倒見I取引が拡大傾向

@原油価絡にリンヲした価格決定方式

例えば、LNG船についてみると
「基本的にプロジェクトの一環
としての長期傭船契約を拠り
所として資金調達を行い発注
するのが通常。大きさによって
は3億usドルを超えるLNG船を
投資回収のためのキャッシュ
フローを固めずに発注するの
はあまりにリスクが高い』と
いった事情がある。

出典住友信託銀行調査月報(2008

年1月号)
http://www.sumitomotrust.cojp/RE 
SI r.s.arch/P DF21 681_2.p df 

出典経産省低炭素電力供給システムに関する研究会(第4田)への電事遼提出資料(2009年1月26日)
http://www.meti.gojp/commiUee/materials2/download百!.slg90126a 1 Oj.pdf 
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減原子力による定量的評価のまとめ

項目 旦原/42苦線言日

発電経費の増分
5.1兆円

(2012-2030年度累計)

発電原価の増分 1.1円IkWh(割引率3%)

C02の発生量
4.9億トン-C02

(2012-2030年度累計)

国富の流出(燃料費)
10.2兆円

(2012-2030年度累計)
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